東松島市道の駅売店施設運営事業者簡易公募型プロポーザル実施要領
第１項　目的

東松島市（以下「市」という。）では、令和６年度開業予定の道の駅敷地内において、利用者の利便性向上並びに収入の安定的な確保を目的として、売店施設（以下「コンビニ」という。）を設置するに当たり、運営事業者を決定する方法として簡易公募型プロポーザル方式を採用するため、その内容について必要な事項を定めるもの。
第２項　施設の概要
（１）所在地
東松島市小松字上二間堀　地内外
（２）設置場所
　　東松島市道の駅敷地内（配置図参照）
（３）面積
　　１８０㎡
（４）契約方法
　　東松島市道の駅条例（以下「条例」という。）第８条の規定に基づく売店施設の利用許可により出店するものとする。
（５）利用許可期間
　　許可期間は１０年間とする。
　　許可の開始日は、選定後、市と協議のうえ決定するものとし、設置工事、開店準備及び原状回復に要する期間を含むものとする。
（６）営業日
　　通年営業とする。
（７）営業時間
　　２４時間営業とする。
（８）使用料
　　ア　利用許可年度ごとの年間売上額に一定割合を乗じた金額とする。なお、割合については、年間売上額の５％を最低割合として応募者が提案した割合とする。
　　イ　支払時期については、原則として年２回（上半期、下半期）とするが、選定後、市と協議のうえ決定する。
　　　　
第３項　参加資格

プロポーザルへの参加資格要件は、東松島市プロポーザル方式の実施に関するガイドライン（平成２５年東松島市訓令甲第１３号）第４条の規定に掲げるほか、次のとおりとする。
（１）条例第８条第３項各号のいずれにも該当しないこと。

（２）（一社）日本フランチャイズチェーン協会に加入しているコンビニ運営会社（チェーン本部）であること。（個人事業者の応募は不可とする。）
第４項　事務局

〒981-0303　宮城県東松島市小野字新宮前５
東松島市役所　産業部商工観光課（鳴瀬庁舎１階）
ＴＥＬ 0225-82-1111　内線2162、2163
ＦＡＸ 0225-87-3804
Ｅ-ｍａｉｌ michieki@city.higashimatsushima.miyagi.jp
第５項　実施スケジュール
	項目
	スケジュール（予定）

	公 告
	令和６年１月９日

	申込期間（※１）
	令和６年１月９日から令和６年２月１６日

	入札参加資格登録期間（※２）
	令和６年１月９日から令和６年１月２３日

	質問書受付期間
	令和６年１月９日から令和６年２月１３日

	質問書への回答
	令和６年２月１５日まで随時

	審査委員会
プレゼンテーション開催日
	令和６年２月２９日

	審査結果通知
	令和６年３月８日発送

	基本協定及び工事協議
	令和６年３月１１日から令和６年３月２６日

	基本協定締結
	令和６年３月２７日

	利用許可申請及び利用許可
	令和６年１０月


※１　事前に事務局にご連絡いただければ、現地説明を行います。
※２　本市入札への参加資格がない場合は、期間内に登録を行ってください。なお、登録の手続きについては、下記の市ホームページを参照してください。
（市ホームページ→【事業者情報】→【契約・入札】→【契約・入札情報】→【一般競争入札】→【令和6年度一般競争（指名競争）参加資格審査申請書の受付】）
第６項　参加申込み

（１）受付期間

令和６年１月９日（火）から２月１６日（金）まで

（受付時間：８時３０分から１７時００分）

（２）受付場所

「第４項 事務局」まで
（３）申込方法

持参又は郵送
（郵送の場合は期限内必着とし、配達証明付き書留郵便等必ず市が受領したことが記録されるものとすること。）

（４）提出書類
ア　申込書【様式１】
　申込書には以下の資料を添付すること。
（ア）企業概要【様式２】
（イ）商業・法人登記簿謄本

（ウ）定款

（エ）営業経歴書（提出日前１年以内に作成したもの。全国の展開店舗数、最大店舗の面積及び営業年数のわかるもの）

（オ）直近３年分の決算書の写し

（カ）法人税、消費税の納税証明書（未納のないことの証明）

※公的機関が発行する書類は、発行日から３カ月以内のもの。

イ　暴力団等に該当しない旨の誓約書【様式３】
ウ　主な店舗の営業状況【様式４】
エ　施設使用料提案書【様式５】

オ　企画提案書【様式７（表紙）】
※企画提案書は８部（原本１部及びその写し７部）。その他は各１部提出。
※施設使用料提案書【様式５】は、他の書類とは別に社名がわかる封筒に入れ、のり付けによる封をしたうえで、封印を押して提出すること。
※必要に応じてその他の書類の提出を求める場合があります。
（５）注意事項
　ア　企画提案書等については、Ａ４判サイズ、日本語で作成のこと。

イ　提出された企画提案書等は、選定審査後も返却しない。

ウ　企画提案書等の作成、提出及び本公募にかかる費用は全て参加者の負担とする。
エ　当公募において知り得た一切の秘密は、市の承諾を得ることなく他に漏らしてはならない。
オ　参加者は、自らが提出した企画提案書の内容に従って売店施設を運営するものとする。ただし、当市が変更を求めた場合は、この限りではない。
カ　提出された企画提案書等は、当公募における事業者選定の目的以外に使用しないものとする。

第７項　質問書の提出

本件に関し質疑がある場合は、次のとおり提出すること。
（１）提出期限

令和６年２月１３日（火）１７時
（２）提出方法

電子メール又はFAX
（３）提出様式

質問書【様式６】
（４）回答方法
令和６年２月１５日正午まで随時、市ホームページ上に回答を公開する。
（URL　https://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp/index.html）

第８項　施設使用料の提案
　施設使用料については、施設使用料提案書【様式５】により提案することとし、提案する割合については、５％を最低割合として提案すること。
第９項　企画提案書作成要領及び評価の観点
（１）企画提案書の項目及び内容
	
	提案項目
	内容

	①
	建物の配置及び形状
	店舗平面図（店舗内のレイアウト・寸法が分かる図面。外部施設、機械等の設置場所も記載）

	②
	店舗の運営方法
	（１）店舗の運営方法について「直営」又は「フランチャイズ」の別（フランチャイズの場合は支援体制）
（２）店舗の管理運営に関する基本方針
（３）店舗の営業日、営業時間

	③
	安全管理・食品衛生
	（１）店舗及び敷地の防犯、防災等運営上の安全管理
（２）食品衛生、品質管理の体制及び事故防止策

	④
	従業員の配置体制及びクレーム・要望への対応
	（１）従業員の配置体制（計画）
ア　基本的な考え方
イ　指揮命令系統が分かる組織図
ウ　従業員の勤務体制
（２）従業員の労働条件や教育訓練に関する基本方針
（３）利用者及び近隣住民からのクレームや要望への対応方法

	⑤
	商品・サービスの構成
	（１）販売を予定している主な商品及び価格並びに提供を予定しているサービスの種類等
（２）商品の構成割合や特色ある商品等

	⑥
	意匠・環境・景観への配慮及び安全対策
	（１）廃棄物の回収・処理方法
（２）廃棄物の減量化推進のための工夫
（３）清掃計画
（４）出店にあたり、意匠・環境・景観面で配慮する点
（５）コンビニ利用者及び道の駅利用者への安全対策についての考え方

	⑦
	収支計画
	店舗の年間収支計画（年間売上高、年間客数、客単価、原価、人件費、店舗設置に要する初期設備投資額等）
※現金主義による収支計画とすること


	⑧
	公的サービス代行の取組み
	具体的な実施方法

	⑨
	その他提案事項
	（１）出店に際し、アピールできる事項又は優位性・特徴のある事項
（２）独自に提供できるサービス等


（２）企画提案書の様式

ア　Ａ４版とする。ただし、下記イの（イ）店舗平面図は、Ａ３版 横長折り込み。
イ　企画提案書は以下の順に並べること。

（ア）企画提案書（表紙【様式７】）

題名「東松島市道の駅売店施設運営企画提案書」

下部に社名、代表者名及び提出日を記入すること。

（イ）店舗平面図　１枚

（ウ）店舗の運営方法　１枚

（エ）安全管理・食品衛生　１枚

（オ）従業員の配置体制及びクレーム・要望への対応　１～２枚

（カ）商品・サービスの構成　１枚

（キ）意匠・環境・景観への配慮及び安全対策　１～２枚

（ク）収支計画　１枚

（ケ）公的サービス代行の取組み　１枚

（コ）その他提案事項　１～５枚
ウ　用紙の材質、文字のサイズ・フォント、写真・図・グラフなど指定はないものとする。限られた枚数の中で、見やすく分かりやすい資料となるよう作成すること。
（３）審査項目
　ア　審査は、次表の①から⑩の項目ごとに点数化して行う。
	
	項目
	配点

	①
	建物の配置及び形状
	５

	②
	店舗の運営方法
	１０

	③
	安全管理・食品衛生
	１０

	④
	従業員の配置体制及びクレーム・要望への対応
	５

	⑤
	商品・サービスの構成
	１５

	⑥
	意匠・環境・景観への配慮及び安全対策
	５

	⑦
	収支計画
	１５

	⑧
	公的サービス代行の取組み
	５

	⑨
	その他提案事項
	２０

	⑩
	施設使用料（第８項に定める施設使用料提案書による）
	１０


イ　審査項目の①から⑨については、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価を行うものとし、それぞれ配点は以下のとおりとする。

Ａ　評価点＝配点×1.00

Ｂ　評価点＝配点×0.75

Ｃ　評価点＝配点×0.50

Ｄ　評価点＝配点×0.25

Ｅ　評価点＝配点×0.00
ウ　審査項目⑩「施設使用料」については、参加者中、最も高い割合を提案した参加者（最も高い割合を複数の参加者が提案した場合にあっては、最も高い割合を提案したすべての参加者）に満点である１０点を与え、他の参加者には、最も高い割合との比例による評価点（小数点以下第２位で四捨五入）を与える方法で算出する。

例えば、参加者中、最も高い割合の提案が１５％であった場合、１５％を提案した参加者には１０点、６％を提案した参加者に対しては、１０（点）×６（％）÷１５（％）＝４点が与えられる。
第１０項　審査委員会（プレゼンテーション）について

（１）審査委員会（プレゼンテーション）の日程

ア　開催日　令和６年２月２９日（木）　※時間等の詳細は別途通知
イ　場　所　東松島市役所内会議室　※詳細は別途通知
ウ　出席者 
・審査委員
・参加企業の担当者（３名まで）

・事務局職員

※第三者（フランチャイジー予定者等を含む）の傍聴は認めないものとする。

（２）審査委員について

審査委員は、市職員５名とし、同名で構成する「東松島市道の駅売店施設運営事業者審査委員会」において選定を行う。

（３）審査委員会（プレゼンテーション）の運営等について
ア　審査委員による評価にあたり、１社１５分の間で、企画提案書の内容及びセールスポイントをアピールすること（順番は企画提案書を提出した順により決定）。パワーポイント等のプレゼンテーションソフトについては、その内容が企画提案書に合致し、提案内容の理解を助けるものである場合に限り使用を認める。その際、プロジェクター及びスクリーンは市で用意するが、パソコン、その他必要な機器は各自で用意すること。
イ　審査委員は、参加者から提出された企画提案書の内容を、第９項（３）アに掲げる①～⑨の審査項目ごとに、それぞれ評価・採点を行う。
ウ　第９項（３）アに掲げる審査項目のうち、⑩施設使用料については、参加者から提出された施設使用料提案書【様式５】に基づき、審査委員会当日、事務局において第９項（３）ウに定める方法により点数化し、各審査委員による評価終了後に配点する。
エ　審査委員は、企画提案書の内容に関する疑問点等について、プレゼンテーション後、１５分程度質問を行えるものとする。
オ　審査委員会の当日、やむを得ない理由により審査委員の一部が欠席した場合であっても、出席した審査委員の評価結果によって出店予定者を選定する。ただし、２名以上の欠席があった場合には、審査委員会を中止し、後日改めて開催する。
第１１項　出店予定者の選定等について

（１）選定方法について

ア　審査において、最も高い評価点を得た者を出店予定者として選定する。なお、出店予定者が失格となった場合、又は出店を辞退した場合には、その次に高い評価点を得た者を出店予定者とする。
イ　最も高い評価点を得た者が２者以上ある場合は、施設使用料の提案割合が高い方を出店予定者とする。さらに提案割合が同等である場合は、くじ引きにおいて決定する。

（２）選定結果等について

選定結果は、審査結果通知書（様式８）により参加者あてに通知する。また、市のホームページにおいて選定事業者を公表するが、出店予定者以外の参加者名は公表しないものとする。

（３）選定後の手続き

ア　基本協定の締結

出店予定者として選定後、市と本件コンビニの設置及び運営業務に関する基本協定を締結する。
イ　利用許可申請及び利用許可
出店予定者は市と基本協定を締結し、市の準備工事等が完了次第、条例の規定に基づく売店施設の利用許可申請を行い、市の利用許可を得る。
（４）工事の着工及び完成

市の利用許可を得た出店者（以下「出店者」という。）は、速やかに店舗工事に着工するものとし、完成は道の駅のオープンまでの間で、市との協議により定める時期とする。

（５）欠格条項

参加者が次に掲げる事項に該当する場合は失格となり、出店予定者又は出店者として決定した場合であっても、該当に至った場合は、出店予定者又は出店者としての資格を失う。

ア　参加資格に偽りがあったと認められるとき。
イ　提案の内容がこの要領に定める事項に明らかに反していると認められるとき。
ウ　提案の内容に公序良俗に反する内容が含まれているとき。
エ　提案に虚偽の内容が含まれていると認められるとき。
オ　選定委員への事前接触があったと認められるとき。
カ　正当な理由なく選定委員会日に出席しないとき。
キ　選定委員会による評価の実施を妨害し、又は評価の公正を害するような行為を行ったと認められるとき。
ク　出店予定者として決定後、正当な理由なく、出店に関する本市との協議を拒み、又は協定を締結しようとしないとき。
ケ　正当な理由なく、提案内容を実現しようとしないとき。
コ　出店者の責に帰すべき理由により、同項（４）に掲げる期限までに工事が完成できないことが明らかになったとき。
サ　アからコに掲げるもののほか、この要領に定める事項に反し、又は出店者となるにふさわしくない行為があったと認められるとき。
第１２項　運営に関する諸条件について

（１）建物利用について
ア　施設は、【配置図】に示す建物とし、市において建物を整備したうえで、出店者に引き渡す。なお、施設の詳細は【建築工事図面】を参照のこと。
イ　各種インフラ施設（電気・水道・通信等）の利用にあたっては、各事業者と協議を行い、出店者の負担において接続工事を行うこと。
ウ　出店者が実施する工事等は、施工計画書（配置図、建物平面図、工事スケジュール等）を市に提出し、確認を受けた後に着工すること。
エ　高齢者や障がい者の利用に配慮したレイアウト及び仕様とすること。
オ　建物外部に店名や商標等を表示した屋外広告物を設置する場合は、関係法令を遵守のうえ設置すること。
カ　コンビニの外観、配置、形状等の詳細は、企画提案書において提案した内容によるもののほか、出店予定者選定後に市と協議のうえ決定する。
キ　利用許可期間の終了時又は利用許可を取り消された場合には、利用許可を受けた施設及び開設に伴って出店者が設置した設備等について、すべて出店者の負担により原状に回復すること。
ク　計画及び事業を進めるにあたって、関係法令及び募集要領を遵守するとともに、事業実施に必要な許認可等の法的手続きは、出店者の負担で行うこと。
（２）出店者の負担する費用等

ア　施設使用料
（ア）使用料の改定は、原則として行わない。
（イ）使用料の支払時期等については、基本協定において定める。

イ　運営に必要な光熱水費（下水道料金含む。）及び通信費
ウ　開設、営業にあたって設備等を変更し、又は、新たに設置するときは、その設置費用及び維持管理に要する経費
エ　自ら設置した内装、設備等の維持管理費用、修理補修費用。なお、当市で用意した内装、設備の経年劣化による修理補修費用については当市が負担するが、出店者側の責によるものについてはこの限りではない。
オ　業務で使用する制服などの全ての消耗品
カ　ゴミ処理に要する費用

キ　利用許可部分における日常及び定期の清掃

ク　利用許可期間終了時又は利用許可取り消し時等の原状回復費用

ケ　その他コンビニの運営に要する一切の経費

（３）店舗運営について
ア　フランチャイズ契約等に基づき、フランチャイジーに運営を任せようとする場合は、次の（ア）から（ウ）に該当しない者を、フランチャイザーの責任において選任すること。

（ア）市民税等を滞納している者

（イ）破産者で復権を得ない者

（ウ）地方自治法施行令第１６７条の４第２項各号に該当し、その事実があった後２年間を経過しない者

また、当該契約書又は締結予定の契約書等の写し１部を、コンビニ店舗オープン前までに市に提出すること。
イ　営業日及び営業時間は、通年終日（２４時間）営業とする。
ウ　酒及びたばこの販売は可能とする。
エ　支払については現金、電子マネー、ＱＲコード決済及びカード払い等を可能とすること。

エ　銀行ＡＴＭ、コピー機を設置すること。
オ　証明書等の自動交付サービスを利用して、東松島市で発行している諸証明を発行できる機械、又は機能を有する複合機を設置すること。
カ　宅配の窓口サービスを提供すること。
キ　省エネルギー対策の実施やごみの減量、リサイクルの推進等、環境に配慮したコンビニの運営を行うこと。
ク　道の駅施設が無人となる時間帯において、非常事態や緊急事態が発生した場合は、関係機関への通報等、しかるべき対応を取ること。なお、非常時の対応については別途基本協定において定めるものとする。
ケ　コンビニの運営が公共施設の敷地内で行われていることを鑑み、法令等の遵守はもとより、従業員への教育及び近隣住民への迷惑防止等については、特に配慮すること。また、近隣住民から苦情等があった場合は、出店者の責任において解決すること。
コ　コンビニ内に、出店者の負担において市政ＰＲコーナー（パンフレットやポスターの掲示スペースを想定。詳細については、別途協議とする。）を設けること。
サ　大規模な災害発生時には、市及び道の駅指定管理者に協力し、避難者の支援等を行うこと。
（４）売上等の報告について
市の求めに応じて、コンビニの売上高、来店者数等のデータを提供すること。なお、その頻度等については、市と協議のうえ決定する。
第１３項　参考情報

（１）交通量

　ア　三陸自動車道上下線

・昼間（１２時間）　２９,６８２台

・２４時間　　　　　３７,５８２台

イ　県道大塩小野停車場線上下線

　　・昼間（１２時間）　３,２３８台（推定値）

　　・２４時間　　　　　３,９５０台（推定値）
　※国土交通省　令和３年度全国道路・街路交通情勢調査　一般交通量調査データより出典
（２）道の駅駐車場　１３５台
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